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ま え が き 

県土の７６％を占める森林は、木材の供給はもとより、地球温暖化の原因とな

る二酸化炭素の吸収や県土の保全、水源の
かん

涵
よう

養など多くの恩恵をもたらしており、

私達が安心して暮らしていく上で、欠かすことのできない存在です。  

一方、近年の森林・林業を取り巻く情勢は、旺盛な木材需要を背景とした伐採

後の再造林、更には担い手の減少・高齢化など、依然として多くの課題に直面し

ており、伐採後再造林されない森林や手入れの行き届かない森林が増加すること

により、森林の持つ公益的な機能の低下等が懸念されています。 

このため、県では、森林を県民共有の財産として捉え、県民の主体的な参加と

協働による森
も

林
り

づくりを進めるため、平成１８年４月にその役割分担などの基本

方針を示した「宮崎県水と緑の森林づくり条例」を施行しました。 

さらに、この条例の基本理念に基づき、県民の平等、公平な費用負担を通じて、

県民全体で森林を守り育てていくための仕組みとして、「宮崎県森林環境税」を

導入し、令和３年度から５年間を第４期として、「県民の理解と参画による森
も

林
り

づ

くり」「多面的機能を発揮する豊かな森
も

林
り

づくり」「森林を守り育む次代の人づ

くり」の、３つの視点から森
も

林
り

づくりに関する施策に取り組んでいるところです。 

このことにより、森林ボランティア団体や企業等による森
も

林
り

づくり活動が広が

りをみせるとともに、公益的機能を発揮するための森林の整備・保全、さらには、

森
も

林
り

づくりの次代を担う人づくりが図られつつあるものと考えております。  

なお、平成３１年には、国においてさらなる森林整備の促進を目的とした「森

林環境譲与税」が創設され、本県においても、森林管理制度の円滑な推進につな

げるための市町村支援や担い手対策等に活用しております。昨年度からは森林環

境譲与税の財源となる国の森林環境税の課税も開始されており、県としましては、

「国の森林環境譲与税」と「県の森林環境税」を、それぞれの趣旨や目的に応じ

て有効に活用しながら森林
も り

づくりを進めていくことが重要だと考えております。  

この報告書では、宮崎県森林環境税を活用した森
も

林
り

づくりに関する施策の実施

状況等についてご紹介しております。本報告書により、森林への理解や関心を深

めていただき、県民共有の財産である森林を県民みんなで守り育てる「県民参加の

森
も

林
り

づくり」がさらに進むことを期待しています。 

令和７年１２月 

                        宮崎県環境森林部長 

 長倉 佐知子 
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Ⅰ 森林・林業を取り巻く状況 

１ 手入れの行き届かない森林の増加 

    県土の７６％を占める本県の森林は、豊かな水を貯え、自然災害から県民の生命、財 

産を守るなど、私たちの暮らしにとってかけがえのない存在となっています。 

  しかしながら、木材価格の長期低迷や山村地域の過疎化・高齢化などから、人と森林 

とのかかわりが薄れ、手入れの行き届かない森林が増えつつあります。 

(１) 木材価格の動向 

    木材価格は長期的に低下傾向にあったが、令和３年に国産材需要の高まり等を受けて 

上昇した後、再度下落傾向にあり、令和６年のスギ中丸太の平均価格は 16,800円/ｍ３ 

となりました。 

 
(２) 森林・林業の担い手の減少   

   人口減少社会の到来に伴い、長期的には林業就業者数は減少傾向にある。令和２年 

の高齢化率（65歳以上の林業就業者の割合）は 25.1%となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考資料：国勢調査抽出詳細集計） 
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資料：スギ・ヒノキの中丸太価格は、本県の農林水産統計速報による製材工場着購入価格の年平均価格 
スギ山元立木価格は、全国の(一財)日本不動産研究所「山林素地及び山元立木価格調」による価格 

 

※国勢調査における「林業就業者」とは、山林用苗木の育成・植栽、木材の保護、木材からの素材生産、薪及び木炭の製造、

樹脂、樹皮、その他の林産物の収集及び林業に直接関係するサービス業務並びに野生生物の狩猟等を行う事業所に就業する

者で、調査年の 9 月 24 日から 30日までの一週間に収入になる仕事を少しでもした者等をいう。 
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２ 人工林の齢級構成の偏り 

  本県では昭和30年代以降に拡大造林が積極的に進められ、その結果、森林資源は充実の度合

いを深めているものの、人工林のうち全体の約53%を10～13齢級（46年～65年生）の森林が占

めるなど著しく偏った齢級構成となっています。  

    このため、計画的な伐採と再造林による森林の若返りを進め、バランスのとれた齢級構成に誘 

 導していく必要があります。 

 

 

３ 野生鳥獣による森林や農林作物被害の増加 

  イノシシ、シカ、サル等の野生鳥獣については、近年、生息地の拡大等により、森林や農林作物

への被害が深刻化しています。 

  このため、広葉樹林の保全や造成など多様な動植物の生息、生育に配慮した森林づくりを進 

 めるとともに、狩猟や有害鳥獣捕獲等により野生鳥獣の適正な生息数の管理を促進することが求 

 められています。 

   

   シカによる森林被害                      サルによる食害 

 

 

     このままでは、森林の有する多面的機能の発揮に支障を来し、県民の生活に 

         深刻な影響を及ぼすおそれがあります。 

（資料：地域森林計画書） 
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４ 森林の有する多面的機能への関心の高まり 

森林・林業を取り巻く環境は厳しい状況にあるものの、一方で、森林に求めら

れている機能は、木材の生産をはじめ、水資源の涵養
か ん よ う

や土砂災害の防止、さらに

最近では地球温暖化防止、生物多様性の保全など多様化・高度化しており、その

役割を今後も一層発揮していくことが期待されています。 

 

 

《木材等の生産》 

森林は、環境に優しい

資材である木材のほか、

各種の抽出成分やきの

こなどを生産する機能

を持っており、近年は木

質バイオマスとしてエ

ネルギーへの転換も行

われています。 

また、適正な整備によ

り、再生産が可能な循環

型の資源でもあります。 

 

 

 

《水源の涵養
か ん よ う

》 

森林は、雨水を貯え、河川等へ流れ込む水

の量を平準化して洪水や渇水を緩和するとと

もに、河川等の流量を安定させる機能を持っ

ています。 

また、雨水が森林土壌を通過することによ

り、水質が浄化されます。 

 

 

 

 

 

 《県土の保全》 

森林の下層植生や落葉落枝

が地表の侵食を抑制するとと

もに、樹木が根を張り巡らす

ことによって、土砂の流出や

崩壊を防いでいます。 

 

 

 

 

資料：「森林環境科学」只木良也 

     「『ぐりーん・もあ』for KIDS 集」（公社）国土緑化推進機構 

（mm/時） 

資料：「森林水文」丸山岩三 
   「『ぐりーん・もあ』for KIDS 集」（公社）国土緑化推進機構 

 
裸地
ら ち

 

 
耕地
こ う ち

 

 森林
しんりん

 

資料：「森林・林業白書」林野庁 
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《地球温暖化の防止》 

地球温暖化の防止には、温室効果ガス、中でも温暖化への影響が最も大きいとさ

れる二酸化炭素の大気中の濃度を増加させないことが重要です。地球上の二酸化炭

素循環の中では、森林が吸収源として大きな役割を果たしています。 
 

 

自家用乗用車 1台から 1年

間に排出される二酸化炭素の

量は、80年生のスギ人工林約

0.3ha（スギ約 160本）の年間

吸収量とほぼ同量です。  

 また、1世帯から 1年間に

排出される二酸化炭素の量は、

80年生のスギ人工林約 0.8ha

（スギ約 460本）の年間吸収

量とほぼ同量です。 
 

 

 

 

 

 

《生物多様性の保全》 

森林は、鳥獣類や昆虫類をはじめとする

野生動植物の生息・生育の場となっており、

遺伝子や生物種、生態系の多様性を保全す

る機能を持っています。 

 

 

 

 

 

《保健・レクリエーションの場》 

森林は、フィトンチッドに代表される樹木からの揮発性物質により直接的な健康

増進効果が得られるほか、行楽やスポーツの場を提供しています。         

 

 

 

 これらのことから、県民共有の財産である森林を県民みんなで守り育て、森林の

有する多面的機能を持続的に発揮できるよう適切な森林づくりを進めていくこと

が必要です。 

資料：林野庁業務資料 
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Ⅱ 「宮崎県水と緑の森林づくり条例」の概要 

    県では、平成１８年に森林
も り

づくりの基本理念や、県や県民、森林所有者等の責務などを

定めた「宮崎県水と緑の森林づくり条例」を施行しました。 

この条例では、県土の保全、水源の涵
かん

養、地球温暖化緩和、自然環境の保護、木材等林

産物の共有など森林の有する多面的機能の持続的な発揮を目指した森林づくりを、県や県

民、森林所有者等が協働して推進することとしています。 

この条例の趣旨を実現するためには、森林から様々な恩恵を受けている県民の皆さんの

積極的な参加による森林づくりが求められています。 

１ 条例が目指す森林
も り

づくり 

 

 森林の多面的機能の発揮を目指した 

県民参加による森林
も り

づくり 

多面的機能の発揮 

県土の保全・水源の涵養 

自然環境の保全・公衆の保健 

地球温暖化緩和・木材等林産物の供給 

森  林 

針広混交林、複層林、広葉樹林 

スギなどの人工林 

県 民 森林所有者 事業者 

県 国

 

市町村 

連携・協力 連携・協力 

協働 協働 支援 
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２ 条例の内容 

【目 的】 
 
 

 
 

【基本理念】 

 

 

 

 

 

 

【それぞれの責務】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の基本となる事項】 

 

 

  

 

 

 

   

 

  

  

  

 

 

 

 

本条例の基本理念を実現していくために「宮崎県森林環境税」を創設しました 

豊かな水と緑に恵まれた県土の形成 県民の安全で豊かな生活の確保 

↑ 

〈森林の多面的な機能の持続的な発揮〉 

○森林づくりは、長期的な展望に立ち、地域の特性に応じて推進する 

○森林づくりは、県、県民、森林所有者、事業者の適切な役割分担と協働により推進する 

○森林づくりは、県民等の主体的な参画により推進する 

○森林づくりは、森林づくりを支える人材の育成を図ることにより推進する 

○森林づくりは、森林資源の循環利用を図ることにより推進する 

 

森林所有者 事業者 県 民 県  

・森林づくりの総合

的な施策の策定、

推進 

・県民等との協働及

び国、市町村との

連携   （第４条） 

・森林への理解と森

林づくり活動への

積極的な参加 

・県が推進する施策

への協力 

（第５条） 

・多面的機能の発揮

に向け適正な森林

整備、保全 

・県が推進する施策

への協力 

（第６条） 

・多面的機能の発揮

に配慮した事業活

動 

・県が推進する施策

への協力 

（第７条） 

①森林の整備及び保全に関する指針の策定 

（第８条） 

 ・森林の整備及び保全に関する基本的な方針や 

具体的手法等を定めた指針の策定 

②森林の整備及び保全の促進（第９条） 
・森林の果たすべき役割に応じた適切な森林施 

業の促進等 

③流域を単位とした森林づくりの促進 

（第 10条） 
 ・上流域と下流域の人々の連携の促進 

④県民等の主体的な参画の推進（第 11条） 
 ・県民等が主体的に行う森林づくり活動への支 

援等 

⑤森林づくり推進期間（第 12条） 
・森林づくり推進期間の制定 

⑥協定に基づく森林づくりの推進（第 13条） 

・森林所有者と団体等との協定締結の推進 

・協定に基づく森林づくりへの支援 

 

 

 

 

 

 

 

⑦森林づくり担い手の育成（第 14条） 

・林業事業体及び担い手の育成等 

⑧森林環境教育の推進（第 15条） 

 ・体験活動の場の整備、指導者の養成等 

⑨森林資源の循環利用の促進（第 16条） 

 ・県産材の需要拡大、利用技術の開発 

 ・適切な森林施業 

⑩県営林の活用（第 17条） 
 ・森林環境教育、ボランティア活動等の場として

の利用促進 

⑪実施状況の公表等（第 18条） 

 ・県民の意向の把握及び森林づくりの実施状況

の公表 

⑫財政上の措置（第 19条） 

 ・森林づくりに関する施策を推進するための財 

政上の措置 
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・水を貯え、災害に強い森林づくり 

・海岸林の保全 

・森林の生物多様性保全 

・花粉の少ない優良苗木の生産拡大支援 など 

 

    ・森林ボランティアの活動支援 

・水と緑の森林づくり県民ボランティアの集いの開催 

・森林の公益的機能と税事業の普及 PR など 

 

    ・森林環境教育の推進 

・みどりの少年団の活動支援  

・林業現場の見学バスツアーの実施 など 

Ⅲ 「宮崎県森林環境税」を活用した取組と仕組み 

    「宮崎県水と緑の森林づくり条例」（平成 18 年度施行）の理念を実現するために、同

年度に創設しました「宮崎県森林環境税」（課税期間：５年間）につきましては、平成２

２年、平成２７年、令和２年にそれぞれ５年間の延長が県議会で認められており、令和３

年度から宮崎県森林環境税“第４期”がスタートしました。 

 

１ 宮崎県森林環境税を活用した３つの柱による森林
も り

づくり 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 森林づくり活動の支援            広葉樹の植栽 

①県民の理解と参画による森林
も り

づくり 

②多面的機能を発揮する豊かな森林
も り

づくり 

③森林を守り育む次代の人づくり 
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２ 宮崎県森林環境税の仕組み 

【個人の場合】 

  ・納める人：県内に住所または家屋敷等がある人（県民税均等割の納税義務がある人） 

  ・納める額：個人県民税 年額５００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

【法人の場合】 

  ・納める法人：県内に事務所・寮等を有する法人 

 

 

 ・納める額：法人県民税 均等割（年額）の５％相当額 

  

 

 

 

 

 

 

３ 国の森林環境税・森林環境譲与税 

   パリ協定の枠組みの下でわが国の温室効果ガス排出削減目標の達成や、災害防 

止を図るための地方財源を安定的に確保する観点から、市町村が実施する森林の 

整備等を促進するため、国の森林環境税及び森林環境譲与税が創設され、令和６ 

年度からの課税に先立ち、市町村及び都道府県に令和元年度から譲与が開始され 

ています。 

    国の森林環境税の創設を受けて、県では、森林環境譲与税で実施可能な事業分 

については、宮崎県森林環境税から森林環境譲与税に移行するなど、両税の使途 

を整理した上で各種の施策に取り組んでいます。 

 

４ 主な実績と今後の展開 

森林環境税を活用して、令和６年度までに、森林づくり活動や税活用事業によ 

り、約 25,000haの森林整備・保全活動が実施されています。 

今後も、国の森林環境税と県の森林環境税について県民の皆様の理解を得なが

ら、森林の有する公益的機能の持続的な発揮を図るため、県民みんなで森林を守

り育てていく機運の醸成に努めるとともに、公益的機能を重視した森林づくりや

森林を守り育む次代の人づくりに取り組んでいきます。 

主 な 実 績 税導入前（H17末） 税導入後（R６末） 

森林ボランティア団体数 70団体 193団体 

公益的機能の高い森林の整備・保全  25,049ha 

資本金等の額 均等割額 森林環境税 均等割額計 

50億円超 800,000円 40,000円 840,000円 

10億円超～50億円 540,000円 27,000円 567,000円 

1億円超～10億円 130,000円 6,500円 136,500円 

1千万円超～1億円 50,000円 2,500円 52,500円 

1千万以下 20,000円 1,000円 21,000円 

給与所得者 

公的年金受給者 

特別徴収 

（天引き） 

雇用主 

(特別徴収義務者) 
納入 

(個人住民税) 

事業所得者等 
普通徴収 納付（個人住民税） 

市 

町 

村 

払
込 

年金保険者 

法 人 申告納付（法人県民税） 
宮
崎
県 
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 ５ 宮崎県森林環境税と国の森林環境税・森林環境譲与税の概要 

 

項目 宮崎県森林環境税 国の森林環境税・森林環境譲与税 

根拠 宮崎県森林環境税条例 

（平成 18年 3月 29日条例第 13号） 

森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律 

（平成 31年法律第 3号） 

目的 

 

 県民共有の財産であり、多面的な機能を有す

る森林を県や県民、森林所有者などが協働し取

り組む森林環境の保全のための施策に必要な財

源として創設 

地球温暖化防止、国土保全などの公益的機能の維

持増進の重要性に鑑み、市町村及び都道府県が実

施する森林の整備等に必要な財源として創設 

方法  ・個人：年額 500円 

・法人：均等割額の５％（1,000円～40,000円） 

個人住民税均等割 年額 1,000円 

期間 平成 18年から導入し、5年単位で更新 

現在は第４期（令和３年度～令和７年度） 

森林環境譲与税：令和元年度から譲与 

国の森林環境税：令和６年度から課税開始 

規模 令和６年度 約 3.2億円 宮崎県への譲与額（令和６年度） 

市町村 約 18.1億円 

県    約 2億円 

実施

主体 

県 市町村、県（県は市町村の支援等を行う。） 

 

 

 

使い

道 

 

 

 

 

 

 

 

 

県や県民が協働して実施する森林づくりやその

気運醸成にかかる施策に活用 

 

○県民の理解と参画による森林づくり 

・森林づくり活動に対する支援、苗木の提供 

・企業による森づくりの支援 など 

 

○多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

・台風等により堆積した流木などの撤去 

・公益上重要な森林を対象とした広葉樹植栽の

支援 

・花粉の少ないスギコンテナ苗など優良苗木の

供給体制整備の支援 など 

 

○森林を守り育む次代の人づくり 

・地域や学校での森林環境教育 

・林業現場の見学研修 など 

 市町村が実施する間伐や人材育成・担い手の確

保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及び

その促進にかかる施策に活用 

●市町村の活用事例 

ア 森林整備等 

  森林所有者への経営意向調査、森林経営管理 

制度による間伐、森林整備経費支援、森林境界明 

確化、地域林政アドバイザーの設置 など 

イ 人材育成・担い手確保 

  省力化資材・高性能林業機械等の導入支援、下 

刈作業・酷暑作業手当 など 

ウ 木材利用・普及啓発 

   公的施設の木質化、木育の推進 など 

 

●県の活用事例 

ア 市町村森林整備支援 

   ｢みやざき森林経営管理支援センター｣の設

置・運営 

イ 人材育成・担い手対策支援 など 

    ｢みやざき林業大学校｣での実践的な知識や

技術を有する新規就業者の育成 など 

ウ 木材利用の推進・普及啓発の支援  

国内・海外における県産材の需要開拓推進、木

づかい運動の推進 など 
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事業内容 ページ

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P21

P22

P23

P24

P25

P26

P27

P28

P29

P30

P31

a 森林環境教育啓発強化事業 P32

b 森林のいいとこ森（しん）発見事業 P32

c 「みやざき新巨樹100選」魅力再発見事業 P32

a ひなもり台県民ふれあいの森管理運営委託事業 P33

b 諸県県有林共に学ぶ森管理運営委託事業 P33

P34

P35

P36

６　宮崎県森林環境税活用事業実績（令和６年度）

区分

Ⅰ　県民の理解と参画による森林づくり

１ 「水と緑の森林づくり」県民総参加強化事業

① 森林ボランティア団体等支援事業

a 森林づくり活動支援事業 森林ボランティア団体等が行う森林づくり活動を公募し、活動に必要な経費を助成する。

b 森林づくり植樹支援事業 森林ボランティア団体等が実施する植樹活動に必要な苗木を提供する。

c「みやざき森づくりコミッション」活動強化事業 企業やＮＰＯ等の相談窓口として、企業等が主体的に取り組む森林づくり活動を支援する。

② 森林づくり活動普及啓発事業 森林づくりイベントの開催や森林に関する普及啓発を行い、県民参加の森林づくりを推進する。

２  林業・木材産業の持続的発展推進事業 森林・林業・木材等の研修会を開催する。

３　九州自然歩道利用環境整備事業
九州自然歩道の利用促進のため、持続可能な維持管理・運営体制を構築し、観光振興・地域活
性化を推進する。

４　みやざきの自然公園誘客強化事業
県内市町村と連携し、県内の自然公園が県民等にとって魅力的な場として認識されるための取組
を推進し、誘客を促進する。

Ⅱ  多面的機能を発揮する豊かな森林づくり

１ 水を貯え、災害に強い森林づくり事業
公益上重要な森林を対象に水源地等の上流域で放置された森林を対象とした広葉樹等の植栽を
行う。

２ 荒廃渓流流木等対策事業 渓流に堆積した流木が下流域へ流出しないように除去する。

３ 森林の公益的機能高度発揮推進事業 水源地や集落等の上流部に位置する森林を対象に保安林指定を進める。

４ 生物多様性地域活動推進事業 森林生態系などの保護・保全活動等を行う市町村等を支援する。

５ 名木等保全支援事業 名木等の現地診断や治療、薬剤防除等の保全対策を実施する。

10 流木抑制等バイオマス活用促進事業 林地残材や風倒木の搬出支援による木質バイオマス利用を促進する。

11 「品種の明確な優良苗木」生産拡大推進事業
品種の明確な優良苗木を安定して供給するための採穂園の造成や自家採穂園のＤＮＡ分析、露
地苗生産施設の支援等を行う。

６ 被害要因除去事業 海岸林周辺の森林以外の場所における松くい虫被害木の伐倒駆除を行う。

７ 緊急被害対策事業 松くい虫被害が激甚化した場合の被害木の伐倒駆除等を行う。

８ 成長に優れたコンテナ苗供給体制整備事業 花粉の少ないコンテナ苗の供給拡大を図るため、生産施設への整備支援等を行う。

12　素材生産事業体による再造林推進モデル事業 素材生産事業体が行う再造林を支援する。

Ⅲ  森林を守り育む次代の人づくり

１ 森林環境教育関連事業

① 「川南遊学の森」管理運営委託事業 「川南遊学の森」の適切な管理及び森林環境教育を行う。

② 森林環境教育推進強化事業

⑤ 環境情報発信強化事業 「宮崎県環境情報センター」を通じた環境学習の支援を行う。

地域や学校等で取り組む森林環境教育やみどりの少年団の活動を支援する。

若者を対象とした林業現場の見学研修や森林づくり体験活動を実施する。

木製看板の補修等を行う。

③ ひなもり台県民ふれあいの森等管理事業

「森の科学館（宮崎県林業技術センター）」において森林環境教育を行う。

「ひなもり台県民ふれあいの森」等において管理運営及び森林環境教育を行う。

「諸県県有林共に学ぶ森」において管理運営及び森林環境教育を行う。

④ 環境保全普及啓発推進事業 「宮崎県環境情報センター」の運営を行う。

９ 次世代の苗木生産者育成研修事業 中核的な苗木生産者を育成するため、実践研修等を実施し、再造林に必要なコンテナ苗の安定
供給を図る。

⑥ 森とのふれあい施設管理運営事業
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Ⅰ 県民の理解と参画による森林づくり                         
 
事
業
名 

 
森林ボランティア団体等支援事業 
 

                   【事業主体：県、団体等】 

 
事業期間 

 
令和６～８年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課 

 
１ 事業目的 
   地域住民やボランティアによる集落周辺の里山を中心とした森林等における、継続的な森林
づくり活動に対して必要な支援を行うことにより県民の知恵と行動力を生かした森林づくりを
促進する。 

 
   地域住民やボランティアによる集落周辺の里山を中心とした森林等における植樹活動に対し
て必要な苗木の提供することにより県民参加の森林づくりを促進する 

 
   森林づくり活動の相談窓口として「みやざき森づくりコミッション」を設置し、企業等の森
づくりに関するサポートを行うとともに、県内の複数のボランティア団体から構成される「み
やざき森づくりボランティア協議会」が実施する研修活動等に対する支援を行う。 

 
２ 事業概要（各項目詳細は別紙） 
（１） 森林づくり活動支援事業 

県民で組織された森林ボランティア団体等（以下「団体等」という。）の森林づくり活
動支援 

 
  （２）森林づくり植樹支援事業 
    ①市町村、企業、団体等が実施する植樹活動に要する苗木の提供 
     ②団体等が植樹する苗木を自らの手で育てるための指導研修等の実施 

 

  （３）「みやざき森づくりコミッション」活動強化事業 

    ①「みやざき森づくりコミッション」に関する業務  

       ・企業や団体等の森林づくり総合相談窓口の設置 
     ・森林ボランティア活動の推進及び普及・ＰＲ 
     ・林業関係団体等との連携強化 
     ・森づくりフィールドデータベースの更新  
     ・作業道具等の貸出し・調達支援 
     ・森林づくり活動の指導や助言 
     ・専用ホームページ「みやざき森づくりナビ」の運用 
 
      ②企業等の森づくりに関する業務 
     ・森林づくりのパンフレット等の作成・配布 
      ・森林づくりを行う企業とフィールドを提供する森林所有者間の仲介及び現地調査、
       契約等に関する調整を行う。 
      ・「企業の森づくり」活動を実践している企業への情報提供を行う。 
 
     ③「みやざき森づくりボランティア協議会」に関する業務 
       ・「みやざき森づくりボランティア協議会」活動の支援 
      ・森林づくり活動等に関する研修等の実施 

 
３ 事業実績（令和６年度） 
 
  別紙１～３に記載 
 

 

予算額 ４９，１８９千円【全額森林環境税】 

実績額 ４８，６１６千円【全額森林環境税】  
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 (別紙１)  
 
事
業
名 

 
森林づくり活動支援事業                 
    

   【事業主体：団体等】 

 
事業期間 

 
令和６～８年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課 

 
１ 事業目的 
    地域住民やボランティアによる集落周辺の里山を中心とした森林等における、継続的な森林
づくり活動に対して必要な支援を行うことにより県民の知恵と行動力を生かした森林づくりを
促進する。 

 

 
２ 事業概要 
   県民で組織された森林ボランティア団体等が自ら行う里山林等の管理や植樹活動等の森林
づくり活動を公募し、活動に必要な経費を助成する。 

 
   上限６０万円で次の計算式により得られた額以内の助成 

① 本事業による助成が初回または２回目となる団体 
    ４０万円まで＋（４０万円を超える額×１／２） 
   

② 本事業による助成が３回目以上となる団体 
   ３０万円まで＋（３０万円を超える額×１／２） 

 
３ 事業実績（令和６年度） 
 

４１団体（植栽 ２４ha、下刈 ２３０ha、保育間伐 ４１ha 等） 
 

地域別団体数 
    西臼杵  １団体  東臼杵 １２団体  中部 １５団体 

  北諸県 ６団体  児湯   １団体  西諸県 ４団体  南那珂 １団体  
    国富町及び新富町 １団体 
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(別紙２) 
 
事
業
名 

 
森林づくり植樹支援事業 
 
                         【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和６～８年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課  

 
１ 事業目的 
    地域住民やボランティアによる集落周辺の里山を中心とした森林等における植樹活動に対
して必要な苗木の提供することにより県民参加の森林づくりを促進する。 

 
 
２ 事業概要 

  (１) 市町村、企業、森林ボランティア団体等（以下「団体等」という。）が実施する植  

      樹活動に要する苗木を提供する。 

 (２) 団体等が植樹する苗木を自らの手で育てるために、苗木の養成技術の指導や研修（以

       下「研修等」という。）を行うことにより、苗木生産技術の普及や苗木供給体制の整

       備を行う。 

 

 
３ 事業実績（令和６年度） 
 
  （１）市町村、企業、森林ボランティア団体等が実施する植樹活動への苗木提供 
    ２６団体 １２，２３３本 
 
 （２）苗木の養成技術の指導研修等 
    ２６回 
 

地域別団体数 
     西臼杵 ２団体  東臼杵  ６団体  中部  ８団体 
     北諸県 ５団体  児湯   １団体  西諸県 １団体 南那珂 ３団体  
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(別紙３) 
 
事
業
名 

 
「みやざき森づくりコミッション」活動強化事業 
 
                            【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和６～８年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課 

 
１ 事業目的 
    森林づくり活動の相談窓口として「みやざき森づくりコミッション」を設置し、企業等の
森づくりに関するサポートを行うとともに、県民参加の森林づくり活動の中心的役割を担う
「みやざき森づくりボランティア協議会」が実施する研修活動等に対する支援を行う。 

 
２ 事業概要 
 
  (１)「みやざき森づくりコミッション」に関する業務 
  (２) 企業等の森づくりに関する業務 
 （３）「みやざき森づくりボランティア協議会」に関する業務 
 
３ 事業実績（令和６年度） 
(１) 「みやざき森づくりコミッション」に関する業務 

① 企業や森林ボランティア団体等の相談件数：99件 
 ②樹木医による県民からの緑化相談及び現地診断等 

      電話等による相談：28件 現地診断等：４件 樹木診断：７件           
    ③専用ホームページの更新：３件 

 ④令和５年度森林づくりボランティア活動実態調査 
  ボランティア団体：149団体 企業：31社 
 ⑤森林づくり活動PR動画作成等 
  令和７年３月21日  ：YouTubeによる動画配信 ４件 
 ⑥森づくり活動用作業道具等の貸出し・調達支援：13件 

    ⑦新聞広告の掲載：３件  
 
 (２) 企業等の森づくりに関する業務 
     ①「みやざき企業の森づくり活動事例集2024」の作成・配布（500部） 
   ②「企業の森づくり」整備・保全協定締結：３件 
    〔住友ゴム工業(株)宮崎工場、霧島酒造(株)、 

コカ・コーラボトラーズジャパン(株)〕 
   ③フィールド調査業務委託：１社 
   ④企業訪問：３社 

    ⑤企業の森づくり候補地案内：４社  
   ⑥企業の森づくり事例集等送付及び説明 ４社 
   
（３）「みやざきボランティア協議会」に関する業務 
   ①みやざき森づくりボランティア協議会 
     総会：６月16日開催 理事会：４回 
    ②みやざき森づくりボランティア協議会活動 
     椿油搾り体験研修会、椿油搾り研修会 

 ③専用ホームページ更新：３件    
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                             協定調印 
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Ⅰ 県民の理解と参画による森林づくり 
事
業
名 

 
森林づくり活動普及啓発事業 
                           
             【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和６～８年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課 

 
１ 事業目的 
    「宮崎県水と緑の森林づくり条例」に定める森林づくり推進期間等において、県民等が参
加する森林づくりに関するイベント等を開催し、県民参加の森林づくりを推進する。 

 
２ 事業概要 
   森林づくり県民の集いの開催等 
      県民からの参加者を募り、下刈り作業等の森林づくり活動を実施する。 
 
 
３ 事業実績（令和６年度） 

① 「水と緑の森林づくり」県民ボランティアの集いの開催（中央開催）    
      ・サンマリーナ宮崎多目的広及び宮崎市塩路県有林  

（令和６年11月2日）←台風の影響により中止 
    

   ②県民参加の森林づくり普及啓発 
      ・森林づくり活動報告書の作成・配布      
      ・新聞広告・林業誌を活用した広報 
 
 
 

令和６年12月 
            ←令和５年森林づくり活動報告書発行 
               
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                        
令和７年３月24日 
宮崎日日新聞広告 
 ←掲載 
              

          

              

           

       
 
 

 
令和６年12月22日 

                           宮崎日日新聞広告 
                                              掲載→ 

                         
                                                              

 

予算額 ６，１６２千円【全額森林環境税】 

実績額 ５，４８１千円【全額森林環境税】 
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Ⅰ 県民の理解と参画による森林づくり 
 
事
業
名 

 

林業・木材産業の持続的発展推進事業 

【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和５～７年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課 

 

１ 事業目的 

  県民の理解を得ながら関係者が一丸となって、循環型林業の確立や山村地域の活性化を図

るため、具体的な対策等の実行力を持つ組織の編成による推進体制を整備する。 

  また、本県の林政の基本方針である「第八次宮崎県森林・林業長期計画」に基づく取組や

森林・林業・木材産業を取り巻く新たな情勢の変化等を内容とした講演会等を通じて、林業

関係者をはじめ、一般県民等に幅広く周知するとともに、林業関係団体等との施策等に関す

る意見交換会を開催し、民間の視点やアイデア等を林業施策の施策立案に役立てる。 
 

２ 事業概要 

 （１）山村地域の持続的発展推進会議の開催 

 (２) 循環型林業推進政策談議の開催 

  (３) 再造林推進決起大会の開催 

               ※下線事業の実施に要する費用の一部に森林環境税を活用 
 

３ 事業実績（令和６年度） 

 
(１) 山村地域の持続的発展推進会議の開催 

     山村地域の持続的発展推進本部及び地区協議会の開催 
 
 (２) 循環型林業推進政策談議の開催 

     林業関係団体からの政策提言に関する検討会を開催 
 
 (３) 再造林推進決起大会の開催 

       再造林意識の向上や気運醸成を図る「再造林推進決起大会」を開催     

 

    

     推進本部会議開催                再造林推進決起大会 

  

予算額 ５，８９７千円【うち森林環境税 ９８８千円】 

実績額 ４，９１９千円【うち森林環境税 ３３１千円】 
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Ⅰ 県民の理解と参画による森林づくり 

 
事
業
名 

 
 九州自然歩道利用環境整備事業 
 

        【事業主体：県、地域住民・団体等】 

 
事業期間 

 
 令和６～８年度 

 
課(室)名 

 
自然環境課 

１ 事業目的 

本県のロングトレイル「九州自然歩道」の利用促進のため、持続可能な維持管理・運営体制

を構築し、一体的に歩道の魅力を発信することで、観光振興・地域活性化を推進する。 

 

２ 事業概要   ※下線事業の実施に要する経費に森林環境税を活用 

（１）九州自然歩道維持管理事業 

  歩道の簡易な補修や軽微な倒木撤去、トイレの管理等日常的な維持管理を行う。 

（２）管理運営事業 

  踏査による管理台帳の作成、利用促進のための情報収集・発信、その他契約事務 

 等を行う。 

（３）安全安心な環境整備事業 

      ルート内の倒木撤去や柵の設置など九州自然歩道を安全安心に利用するための環境 

   整備を行う。 

 （４）九州自然歩道重点整備事業  

    利用者が多く、重点的な整備が必要な箇所を地域のボランティア団体等と連携して 

   管理を行う。 

 

 ３ 事業実績（令和６年度） 

 

（２）管理運営事業 

    九州自然歩道の管理運営事業の実施（全線踏査、管理台帳作成、イベントの実施等） 

 

（３）安全安心な環境整備事業 

    安全安心に利用するための環境整備（草刈、倒木処理、標柱撤去等） 

 

    
          巡 視            ロングトレイルに関するトークイベント実施 

  

予算額 １０，５３１千円【うち森林環境税 ５，７００千円】 

実績額 ９，３８１千円【うち森林環境税 ４，６９０千円】 
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Ⅰ 県民の理解と参画による森林づくり 

 
事
業
名 

 
 みやざきの自然公園誘客強化事業 
 

        【事業主体：県、民間事業者】 

 
事業期間 

 
令和６～８年度 

 
課(室)名 

 
自然環境課 

 

１ 事業目的 

県内市町村と連携し、県内の自然公園が県民にとって魅力的な場として認知されるための

取組を推進し、誘客を促進する。 

 

 

２ 事業概要   ※下線事業の実施に要する経費に森林環境税を活用 

（１） 満喫プロジェクト魅力アップ・発信事業 

  ・霧島錦江湾国立公園ＱＲガイドの利用促進の取組及び保守管理業務 

・国立公園利用促進のためのイベント開催や案内板の設置等 

・みやざきの自然公園ホームページ維持管理費 

（２） クリーンパーク推進事業 

    ・地域ボランティア団体に対する支援 

   （金ヶ浜園地・贄波園地の美化活動） 

 

 

３ 事業実績（令和６年度）  

（１）国立公園利用促進のためのイベント開催や案内板の設置等 

 ・民間事業者に対し、登山道整備体験（６名）及び野鳥の森散策イベント（６名）の  

    開催、並びに国立公園内におけるマナー向上や遭難防止の啓発（チラシの作成・配  

    布）の支援を行った。 

（２）クリーンパーク推進事業 

・民間事業者に対し、休憩広場・遊歩道の草刈り・清掃作業及び休憩広場周辺の植栽 

 作業に対して支援を行った。 

 

 

 

 
        登山道補修体験              草刈作業 

 

 

予算額  ４，４７７千円【うち森林環境税 ２，２０５千円】 

実績額  ４，４７４千円【うち森林環境税 ２，２０２千円】 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

事
業
名 

 
水を貯え、災害に強い森林づくり事業 

【事業主体：森林組合等】 

事業期間 令和４～６年度 

課(室)名 森林経営課 

１ 事業目的 

公益上重要な森林を対象に、伐採後の速やかな再造林や荒廃林地における広葉樹造林を進

めるとともに、公益的機能をより効果的に発揮するための広葉樹造林マニュアルを作成し、

水源の涵養や県土の保全等の多面的機能を発揮する豊かな森林づくりを推進する。 

 

２ 事業概要 

(１) 水土保全の森林づくり事業 

水土保全機能の低下を防止するための伐採後の速やかな再造林への支援 

(２) 広葉樹造林等推進事業 

水源地等の上流域で放置された森林を対象に行う広葉樹の植栽等への支援 

広葉樹造林マニュアル作成に必要な生育調査 

 

３ 事業実績（令和６年度） 

(１) 水土保全の森林づくり事業 

速やかな再造林 905.04ha 

鳥獣害防護柵設置 286,186m 

 

(２) 広葉樹造林等推進事業 

広葉樹の植栽 8.27ha 

広葉樹の下刈り 425.85ha 

広葉樹造林の生育調査 5箇所 

 

速やかな再造林 広葉樹の下刈り 鳥獣害防護柵設置 

 

 

 

予算額 １５０，３９７千円【うち森林環境税 １１５，５００千円】 

実績額 １３７，３４５千円【うち森林環境税 ３０，６７０千円】 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

 
事
業
名 

 
荒廃渓流流木等対策事業 

                【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和４～６年度 

 
課(室)名 

 
自然環境課 

 
１ 事業目的 

  台風等による異常な降雨等に伴う流木等の発生により、地域住民の安全の確保やそれらの海

岸への漂着による漁業施設等への影響が懸念される状況を踏まえ、渓流沿い等の不安定な立木

や流木等の伐採、除去及び林外への搬出・処理を行い、流木等の河川や海岸への流出を防止し

、安心･安全な県民生活の確保を図る。 

 

２ 事業の概要 

  (１) 渓流沿い等の不安定な状況にある立木及び渓流等に堆積した流木等の伐採、除去 

  (２) 林外への搬出・処理 

 
 

３ 事業実績（令和６年度）   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 箇 所 事業区分 数 量 金額 備 考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五ヶ瀬町大字三ヶ所字尾平 流木等撤去  225空m3 1,539千円   

国富町大字向高 流木等撤去  50空m3 4,400千円  

高千穂町大字三田井字御塩井 流木等撤去 134空m3 7,390千円  

五ヶ瀬町大字三ヶ所字鴨ノ戸 流木等撤去  512空m3 3,416千円 繰越 

美郷町南郷鬼神野字尾迎下原 流木等撤去 19空m3 2,989千円 繰越 

     合     計 流木等撤去 940空m3  19,734千円  
     

                                

（実施前）                 （実施後）

 

 

予算額 ３０，０００千円【全額森林環境税】 

実績額 １９，７３４千円【全額森林環境税】※令和７年度への繰越を含む。 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

 
事
業
名 

 
森林の公益的機能高度発揮推進事業            

               【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和５～７年度 

 
課(室)名 

 
自然環境課 

１ 事業目的 

  集落上流等に位置する水源地域の森林や山地災害危険地区周辺の森林等を対象に、保安林

の指定を推進するとともに、指定時の状況と異なる保安林を把握し計画的に解除するなど保

安林の適正な管理に資する。 

２ 事業概要 

  (１) 現地調査 

保安林指定候補地及び計画的解除地の選定、森林現況や保全対象等の調査 

  (２) 森林所有者への説明、承諾取得 

指定施業要件や指定手続き等 
 (３) 書類等整備 

指定や解除に必要な承諾書、写真、位置図、字図、登記簿等地籍調査データ収集 

３ 事業実績（令和６年度） 

 調査地区 調査面積（ha） 市町村別内訳（㏊）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五ヶ瀬川 

 

２８１ 

 

 高千穂町  ３７ 

日之影町    ８７ 

五ヶ瀬町  ３２  

 延岡市  １２５ 

耳 川 

 

３０９ 

 

  日向市   ５５ 

 門川町   １７ 

 美郷町   ６２ 

 諸塚村   ６２ 

 椎葉村    １１３ 

一ツ瀬川        ６６  木城町    ６ 

 西都市      ２ 

 西米良村  ５８ 

大淀川     １２７  宮崎市   ９４ 

 綾町    １１ 

 小林市   １２ 

 高原町    ４ 

 三股町    ６ 

大淀川～ 

鹿児島県境 

２７  日南市   １８ 

 串間市    ９ 

合 計 ８１０ 

 

 

予算額 ７，９２５千円【全額森林環境税】 

実績額 ７，８８４千円【全額森林環境税】 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

 
事
業
名 

 
生物多様性地域活動等推進事業 
              【事業主体：県、市町村等】 

 
事業期間 

 
令和５～７年度 

 
課(室)名 

 
自然環境課 

１ 事業目的 

生物多様性を保全するため、自然保護推進員や野生動植物保護監視員の確保、育成や、

希少な野生動植物が生息・生育する重要生息地等の保護活動等に対する支援を行う。 

２ 事業概要 ※下線事業の実施に要する経費に森林環境税を活用 
(１) 生物多様性活動強化事業 

  ・県民等を対象とした研修会、講演会の開催 

 ・希少野生動植物の保護活動 など 

  (２) 森林生態系等保護・保全・回復活動支援事業 

以下のソフト事業やハード事業などの森林生態系等の保護・保全・回復活動を行う 

市町村や団体に対して、その事業経費の一部を補助。 

 （ソフト事業） 

・森林生態系等の現状調査や保全計画の策定 

・監視活動や保全指導 

・普及啓発活動 など 

（ハード事業） 

・草刈りや野焼き、外来種駆除などの保全活動 

・シカネット設置、管理歩道の整備 など 

３ 事業実績（令和６年度） 

   (１) 生物多様性活動強化事業 

       ・五カ所高原（高千穂町）でのシカ柵設置 

    ・自然保護総合研修大会の開催 

    (２) 森林生態系等保護・保全・回復活動支援事業 

     実施件数 ６件（６市町村） 

     事業実施者：市町村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村 事 業 内 容 実施地域  

 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市  野生動植物調査 

（野生動植物調査の実施） 

延岡市 

全  域 

諸塚村  キレンゲショウマの保全活動及び周辺環境整備 

（巡視活動及び保護地の整備） 

黒  岳 

 

椎葉村  キレンゲショウマ等の保全活動 

（下刈り、防護ネットの設置） 

向  山 

 

高鍋町  高鍋湿原の保全活動 

 (学術調査、草刈り等保全作業及び普及啓発活動） 

高鍋湿原 

 

川南町  川南湿原の保全活動 

 (監視業務、湿原管理） 

川南湿原 

 

小林市  エヒメアヤメ自生地等の保全活動 

 (草刈り等保全活動） 

生駒地区 

ほか 

 

予算額 ４，８４０千円【うち森林環境税 ３，５４７千円】 

実績額 ４，０６５千円【うち森林環境税 ３，５４７千円】 
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 Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 
 
事
業
名 

 
名木等保全支援事業 
                【事業主体：県、市町村】 

 
事業期間 

 
令和４～６年度 

 
課(室)名 

 
自然環境課 

１ 事業目的 

   先人から守り育ててきた森林や、その中で樹齢を重ねた名木、本県の観光シンボルである

県木フェニックスは、暮らしの中で美しい緑の景観を創出しており、地域の文化や観光面で

重要な存在となっている。 

  この県民共有の財産である森林・名木等を林野火災や病害虫から守り、後世に継承するた

め、保全対策を実施する。 

２ 事業概要 

  ・名木等保全 

 (１) 実施主体 

    県、市町村 

 (２) 補助率 

        ①名木等保全    １／２以内（財政力指数により補助率を調整） 

        ②フェニックス保全 １／３以内（財政力指数により補助率を調整） 

 (３) 事業内容 

   ・気象害、害虫や害菌等により樹勢が弱まった名木等や県木フェニックスの診断、    

治療等の実施 

   ・名木等保全に関する現地調査等 

 ２ 事業実績（令和６年度）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     薬剤防除（切除部の薬剤塗布）           枯損枝の除去 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算額 ２，２３６千円【全額森林環境税】 

実績額 ２，１６６千円【全額森林環境税】 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 
 
事
業
名 

 
被害要因除去事業 

                     【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和４～６年度 

 
課(室)名 

 
自然環境課 

１ 事業目的 

  防風や飛砂防止などの公益的機能の発揮はもとより、観光景観上も重要な海岸松林におい

て、松くい虫被害木の伐倒駆除等を推進し、みどり豊かな宮崎を形成する海岸松林の機能確

保を図る。 

２ 事業概要 

  ○森林以外にある松くい虫被害木の除去（被害要因除去事業） 

松くい虫被害木の放置は、被害の拡大原因の一つであるが、森林病害虫等防除法に基づい

た対応が困難な海岸松林周辺の住宅等における松くい虫被害木の伐倒駆除等を行うことによ

り、海岸松林へ被害拡大を防止し、海岸林の公益的機能の確保を図る。 

３ 事業実績（令和６年度） 

                                                                    

 

 

 

 

 

 

  

 

実施箇所 

 

高千穂町、延岡市、日南市 【日向市、宮崎市は繰越】 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 量 

 

伐倒駆除：3,968本（149.35㎥）【73本（42.98㎥）】 

 

事業内容 

 

 

海岸林周辺に点在する森林以外（民家等）の場所における松くい虫被害木

の伐倒駆除 

                                         

    
 

被害木の伐採状況 

             （チェンソー等による伐採・玉切状況） 

 

  

予算額 １２，０５５千円【全額森林環境税】 

実績額 １２，０４０千円【全額森林環境税】※令和７年度への繰越を含む。 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 
 
事
業
名 

 
緊急被害対策事業 

                     【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和４～６年度 

 
課(室)名 

 
自然環境課 

１ 事業目的 

  防風や飛砂防止などの公益的機能の発揮はもとより、観光景観上も重要な海岸松林におい

て、松くい虫被害木の伐倒駆除等を推進し、みどり豊かな宮崎を形成する海岸松林の機能確

保を図る。 

２ 事業概要 

  ○松くい虫被害木の除去（緊急被害対策事業） 

松くい虫被害が激甚化した区域の被害木の伐倒駆除や薬剤防除を行うことにより、海岸松

林へ被害拡大を防止し、海岸林の公益的機能の確保を図る。 

３ 事業実績（令和６年度）                          

 

 

 

 

 

 

  

 

実施箇所 

 

 

宮崎市 【宮崎市の一部、日向市は繰越】 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 量 

伐倒駆除（破砕）：宮崎市 334.93㎥  

        【宮崎市：30.61㎥、日向市127.74㎥】 

 

 

事業内容 

 

松くい虫の被害が激甚化した区域における松くい虫被害木の伐倒駆除及び

薬剤防除 

                                         

   
 

被害木の伐倒駆除状況 

             （チェンソー等による伐採状況） 

 

  

予算額 １２，９７７千円【全額森林環境税】 

実績額 １２，９７７千円【全額森林環境税】※令和７年度への繰越を含む。 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

事
業
名 

 
成長に優れたコンテナ苗供給体制整備事業  

【事業主体：苗木生産事業者、樹苗組合等】 

事業期間 令和４～６年度 

課(室)名 森林経営課 

１ 事業目的 

主伐後の再造林を確実に進めるため、造林作業の低コスト化に有効な一貫作業システムの

推進や植付作業の省力化に資するコンテナ苗の供給拡大を図る。 

 

２ 事業概要 

(１) 成長に優れたコンテナ苗生産体制整備事業 

自家採穂園の造成や簡易なコンテナ苗生産施設等の整備への支援 

(２) 成長に優れたコンテナ苗生産トライアル事業 

新規コンテナ苗生産者向けの穂木確保及び試験的生産への支援や林福連携によるコン

テナ苗生産の試験的生産への支援 

 

 

３ 事業実績（令和６年度） 

(１) 成長に優れたコンテナ苗生産体制整備事業 

自家採穂園の造成 １事業体 

簡易なコンテナ苗生産施設等の整備 12事業体 

(２) 成長に優れたコンテナ苗生産トライアル事業 

新規コンテナ苗生産者向けの穂木確保への支援 16事業体 

新規コンテナ苗生産者向けの試験的生産への支援 16事業体 

林福連携によるコンテナ苗生産の試験的生産への支援 ２事業体 

 

 

 

試験的生産への支援        簡易なコンテナ苗生産施設への支援 

（穂木の挿し付け） 

 

 

 

予算額 ２１，５２０千円【うち森林環境税 １０，７６０千円】 

実績額 ２１，５２０千円【うち森林環境税 １０，７６０千円】 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

事
業
名 

 
次世代の苗木生産者育成研修事業  

【事業主体：県】 

事業期間 令和６～８年度 

課(室)名 森林経営課 

１ 事業目的 

高度な生産技術を持ち、経営的に安定した中核的な苗木生産者を育成するため、生産者

の元での実践研修等を実施し、再造林に必要なコンテナ苗の安定供給を図る。 

 

２ 事業概要 

(１) スタートアップ研修 

(２) スキルアップ研修 

(３) フォローアップ研修 

 

 

３ 事業実績（令和６年度） 

(１) スタートアップ研修 

コンテナ苗生産を開始して間もない生産者を対象に優良生産者の元での実践研修 

：受講生 4人、研修日数 32日 

(２) スキルアップ研修 

穂取り、挿付け、規格、選別、出荷等の現地研修：研修 6回、参加者 95人 

(３) フォローアップ研修 

苗木生産相談員（2名）による個別指導：相談者 115人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキルアップ研修状況  

 

 

 

 

予算額 ４，１００千円【うち森林環境税 ３，８４０千円】  

実績額 ３，８１７千円【うち森林環境税 ３，８１７千円】 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

事業
名 

流木抑制等バイオマス活用促進事業 

          【事業主体：地域協議会】 

事業期間 令和４～６年度 

課(室)名 山村・木材振興課 
みやざきスギ活用推進室 

１ 事業目的 

  伐採後に搬出されない林地残材は、再造林の支障となるだけではなく、河川等に流出して海

岸漂着物や災害に繋がるおそれがあるため、これらを収集運搬し、木質バイオマスとして有効

活用する取組を支援する。 

２ 事業概要 

(１) 流木抑制木質バイオマス活用促進 

    伐採跡地の短尺材・枝条等を収集運搬し、木質バイオマスとして活用する取組を支援 

  (２) 木質バイオマス資源有効活用促進 

      立木の伐採搬出時に原木と短尺材・枝条をセットで収集運搬し、木質バイオマスとし 

て活用する取組への支援 

３ 事業実績（令和６年度） 

(１) 流木抑制木質バイオマス活用促進 

        運搬支援：１，８７４生ｔ 

        事業主体：２地域協議会（南那珂、中部） 

(２) 木質バイオマス資源有効活用促進 

        運搬支援：１９，８７２生ｔ 

     事業主体：４地域協議会（椎葉、諸塚、西米良、霧島） 

          
    短尺材・枝条等の収集運搬状況      短尺材・枝条等の収集運搬状況 

       
          実施前                            実施後 

予算額 ２６，８５０千円【うち森林環境税４，７５０千円】 

実績額 １５，０３９千円【うち森林環境税１，９８８千円】 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

事
業
名 

 
品種の明確な花粉症対策苗木安定供給事業 

【事業主体：県、民間事業者等】 

事業期間 令和６～８年度 

課(室)名 森林経営課 

１ 事業目的 

品種の明確な花粉症対策苗木の安定供給を図るため、県採穂園の維持管理や苗木生産者

の自家採穂園のＤＮＡ分析、生産施設設備等を支援する。 

 

２ 事業概要 

(１) 県採穂園及び採種園の維持管理 

(２) 自家採穂園等の母樹のＤＮＡ分析 

(３) 自家採穂園の造成、コンテナ苗及び露地苗の生産施設整備の支援 

(４) 林業用種苗需給連絡協議会の開催 

 

３ 事業実績（令和６年度） 

(１) 県採穂園及び採種園の維持管理 

県採穂園及び採種園の維持管理 8.54㏊  

(２) 自家採穂園（母樹）のＤＮＡ分析 

自家採穂園の現況調査、DNA解析：８箇所 894本 

(３) 自家採穂園の整備、コンテナ苗及び露地苗の生産施設の整備支援等 

採穂園の整備：３件、コンテナ苗生産資材：１件、露地苗生産施設整備：６件 

(４) 林業用種苗需給連絡協議会の開催 

林業用種苗需給連絡協議会 １回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

露地苗生産施設整備（掘取機）      県採穂園の維持管理 

 

 

※ 下線事業の実施に要する経費に森林環境税を活用 

 

予算額 ２１，６９５千円【うち森林環境税 ５，２４４千円】  

実績額 ２１，１８３千円【うち森林環境税 ５，１２１千円】 
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Ⅱ 多面的機能を発揮する豊かな森林づくり 

事
業
名 

 
素材生産事業体による再造林推進モデル事業 

【事業主体：県、素材生産事業体】 

事業期間 令和５～６年度 

課(室)名 森林経営課 

１ 事業目的 

素材生産事業体による再造林への参入を促進することにより、新たな造林担い手の育成を

図り、伐採後の速やかな再造林を推進する。 

 

２ 事業概要 

(１) 新規参入推進事業 

新たに再造林に取り組む素材生産事業体が実施する地拵えや植栽作業の掛かり増し費

用と作業期間における機械損料の支援 

(２) 継続実施支援事業 

再造林の実績のある素材生産事業体が実施する地拵え、植栽作業期間における機械損

料の支援 

(３) 造林補助システム研修事業 

素材生産事業体を対象とした森林整備事業及び造林補助システム等に関する研修会の

開催 

 

３ 事業実績（令和６年度） 

(１) 新規参入推進事業 

素材生産事業体による再造林 17.75㏊、2事業体 

(２) 継続実施支援事業 

素材生産事業体による再造林 58.06㏊、10事業体 

(３) 造林補助システム研修事業 

現地研修会 ３回（宮崎市、日向市、えびの市） 

素材生産事業体に対する個別指導 10事業体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
素材生産事業体による再造林 現地研修会 

（えびの市） 

 

予算額 １２，６８０千円【うち森林環境税 １１，９３０千円】 

実績額 １２，６５３千円【うち森林環境税 １１，８９７千円】 
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Ⅲ 森林を守り育む次代の人づくり 
 
事
業
名 

 
「川南遊学の森」管理運営委託事業 
 
                             【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和６～１０年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課   

 
１ 事業目的 
    「川南遊学の森」をフィールドに、次代を担う子どもたち等を対象にした森林環境教育の
実践に取り組み、森林を県民みんなで守っていく気運の醸成を図る。 

 
 
 
２ 事業概要 
 
   「川南遊学の森」の適切な管理と活用を図るとともに、子どもたちや一般県民を対象に 
した森林環境教育の実践活動を行う。 
                                     
               ※下線事業の実施に要する費用の一部に森林環境税を活用 
 
３ 事業実績（令和６年度） 
 

② 施設の管理  ：23ha（管理車道・歩道、展望施設、あずまや等） 
    ② 自然体験講座 ：12回 参加者：313名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
            県産材木工教室（６月）               草木染め教室（９月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
     
        ツリーイング体験教室（１１月）               門松づくり教室（12月） 
 

 

予算額 ７，１６５千円【うち森林環境税 ４，１０５千円】 

実績額 ７，１６５千円【うち森林環境税 ４，１０５千円】 
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Ⅲ 森林を守り育む次代の人づくり 
 
事
業
名 

 
森林環境教育推進強化事業 
 
                             【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和６～８年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課 

１ 事業目的 
    学校や地域等が取り組む森林・林業体験活動への支援など、幅広い世代を対象にした森林
環境教育を実施することにより、森林・林業の理解者や森林づくり活動の実践者を育成する｡ 

２ 事業概要 
 （１）森林環境教育啓発強化事業 

①森林環境教育実践強化事業 
       学校や地域等で取り組む森林環境教育のための実践活動への指導者派遣や教材の提供､

学校林や校庭の整備等を通じて森林環境教育の支援を行う。 
   ②地域で支える森林等自然体験活動に対する取組 
    未就学児への森林等自然体験の機会を増加させ、森林・林業を身近に感じることので

きる環境づくりに取り組む地域を支援する。 
   ③みどりの少年団活動推進事業 
        みどりの少年団が行う緑化活動等に自主活動への支援や研修会を開催し、みどりの少

年団への森林環境教育を推進する。 
   ④森林のいいとこ森発見事業 
   若者を対象とした林業現場の見学研修や高校生等を対象とした森林づくり体験活動を実

施し、森林を守り育む次代の人づくりを促進する。 
 （２）「みやざき新巨樹100選」魅力再発見事業 
    パンフレット作成、木製看板立て替え・補修等 
３ 事業実績（令和６年度） 
 （１）森林環境教育啓発強化事業 

①森林環境教育実践強化事業 
         指導者派遣：５０件（学校等：３４、自治会等１６、参加者：２，０９４名） 
       実践内容 ：森林散策、森林関係講話、木工製作等 
      
    ②地域で支える森林等自然体験活動に対する取組 
     ア モデル地区における活動推進 

みやざき森育プログラムの開発・体験会の実施、 
概要資料作成、関係者打合せ、県外先進地視察（岐阜県） 

     イ 本県ビジョンづくり勉強会開催 ５回 
 
   ③みどりの少年団活動促進事業 
        ア みどりの少年団の緑化活動、育成活動の支援 
       公共施設などへの緑化活動への支援  ：２団体 苗木、資材購入等 
       自主的な緑化研修活動等への支援    ：３５団体 
     イ みどりの少年団総合研修大会の支援 
       日時：令和６年７月２０日(土)～２１日（日） 
       場所：ひなもり台県民ふれあいの森(小林市) 
 

④森林のいいとこ森発見事業    
          若者を対象とした林業現場等の見学研修 
      ・内 容：森林のいいとこ森発見バスツアー 
           研究施設見学、原木市場見学等 
      ・日 程：令和６年１１月 １日 （１０名）都城市立石山小学校５年生    
                    １１月２２日 （３８名）日向市立平岩小学校３．４年生 
                令和７年  １月２４日 （６０名）川南小学校５年生 
         
） 
   （２） 「みやざき新巨樹100選」魅力再発見事業 
      パンフレットの内容更新・増刷 800部 

 

予算額 １６，５６９千円【全額森林環境税】 

実績額 １４，９５３千円【全額森林環境税】 
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Ⅲ 森林を守り育む時代の人づくり  
 
事
業
名 

 
ひなもり台県民ふれあいの森等管理事業 

                 【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和６～１０年度 

 
課(室)名 

 
森林経営課 

 
１ 事業目的 
    県民に森林・林業体験や森林レクレーション等のふれあいの場を提供するため、ひなもり
台県民ふれあいの森等の管理運営を行う。 

 
 
２ 事業概要 
 
  (１) ひなもり台県民ふれあいの森管理運営委託事業 

ひなもり台県民ふれあいの森において、森林・林業に関する知識を学習するための研
修会等の企画・実施や、オートキャンプ場等の施設の管理運営、森林や林道等の維持管
理を委託する。 

  (２) 諸県県有林共に学ぶ森管理運営委託事業 
諸県県有林共に学ぶ森において、森林・林業に関する知識を学習するための研修会等

の企画・実施や、管理棟等の施設の管理運営を委託する。 
 

            ※下線事業の実施に要する費用の一部に森林環境税を活用 

 
３ 事業実績（令和６年度） 
 
 (１) ひなもり台県民ふれあいの森管理運営委託事業 

① 研修会等実施回数    １９回 
② 参加人員      ２９２６名 

  (２) 諸県県有林共に学ぶ森管理運営委託事業 
① 研修会等実施回数     ５回 
② 参加人員       １８８名 

           
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

霧島ジオパーク                          親子木工教室 
     （ひなもり台県民ふれあいの森）       （諸県県有林共に学ぶ森） 

  

予算額 (1) ひなもり台県民ふれあいの森管理運営委託事業 ３２，８８２千円【うち森林環境税 ８４７千円】 
(2) 諸県県有林共に学ぶ森管理運営委託事業     ２，８６７千円【うち森林環境税  ３７千円】 

実績額 

 

(1) ひなもり台県民ふれあいの森管理運営委託事業 ３２，８００千円【うち森林環境税 ８４７千円】 
(2) 諸県県有林共に学ぶ森管理運営委託事業     ２，８６５千円【うち森林環境税  ３７千円】 
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Ⅲ 森林を守り育む次代の人づくり 
 
事
業
名 

 
環境保全普及啓発推進事業 
 
                             【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和６～８年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課 

１ 事業目的 

    低炭素・循環型社会を実現し、本県の豊かな環境を次の世代に引き継いでいくため、県民

一人ひとりの環境保全意識の向上と環境実践行動を促進する総合的な対策を行う。 

 

２ 事業概要 

 (1) 環境情報センター運営事業（１３，１９６千円） 

  (2) 多様な主体による環境実践行動推進事業（４，１２１千円） 

  (3) デコ活推進事業（７，１７４千円） 

※下線事業の実施に要する費用の一部に森林環境税を活用 

３ 事業実績 

 (1) 環境教育拠点活用事業 

   宮崎県立図書館１階に設置している「宮崎県環境情報センター」の運営経費 

  ア 環境情報センター運営（相談対応、環境情報の収集・発信） 

     利用者数：２５，８３３人 

  イ 環境保全アドバイザーの派遣（環境に関する専門家の派遣） 

     アドバイザー派遣：７２回 

  ウ 県民が取り組む環境教育、環境学習に対する支援 

     環境資料の貸出し：８１回 

  エ 環境講座、出前研修、研修交流会「みやざき環境大学」の開催 

     環境講座：４５回、出前講座：２６回 

     みやざき環境大学：６回（8/3、8/4に３講座ずつ実施） 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   環境情報センターの外観     県民参加の環境講座の様子 

  

予算額 ２４，４９１千円【うち森林環境税 ２，１５１千円】 

実績額 ２４，０７４千円【うち森林環境税 ２，１５１千円】 
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Ⅲ 森林を守り育む次代の人づくり 
 
事
業
名 

 
環境情報発信強化事業 
 
                             【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和５～７年度 

 
課(室)名 

 
環境森林課 

 
１ 事業目的 

  県民が再生可能エネルギーをはじめとする次世代のエネルギーに、実際に見て触れる機会

を増やすことを通じて、環境・エネルギー問題への理解を促すとともに、ホームページ「み

やざきの環境」の運営により、県民の自発的な環境学習を促進し、環境保全のために行動す

る人づくりを推進する。 

  また、次世代を担う人材への環境教育を円滑に行うため、本県における環境保全の重要性

を啓発し、自発的な行動を促すパンフレット「みやざき環境読本」を配布、活用する。 

２ 事業概要 

  (1) 宮崎県次世代エネルギーパーク活用推進事業（２，７８０千円） 

  (2)「ネットで環境学習」推進事業（５３７千円） 

 (3)宮崎もっと環境教育推進事業（５，０６５千円） 

               ※下線事業の実施に要する費用の一部に森林環境税を活用 

 

３ 事業実績 

  (1) ホームページ「みやざきの環境」の運営・管理 

  ①環境学習教材の紹介 

（県環境情報センターによる教材の貸出） 

  ②環境関連人材の紹介 

（県環境保全アドバイザーなど） 

  ③環境関連イベント・講座・実践活動例の紹介 

  ④掲示板や質問コーナーでの環境に関する 

情報交換 

  ⑤行政情報等の一元的な掲載及び提供 

   

 

ホームページ「みやざきの環境」 

  ○みやざきの環境アクセス数 

      令和２年度：211,390件 

      令和３年度：350,355件 

   令和４年度：343,159件 

   令和５年度：275,817件 

   令和６年度： 99,729件 

   ※令和５年度にホームページの全面リニューアルを実施。 

アクセス数のカウント方法が変更となり、令和６年度のアクセス数が減少した。 

 

予算額 ９，２１１千円【うち森林環境税 １７９千円】 

実績額 ８，３７９千円【うち森林環境税 １７９千円】 
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 Ⅲ 森林を守り育む次代の人づくり 
 
事
業
名 

 
森とのふれあい施設管理運営事業 

                 【事業主体：県】 

 
事業期間 

 
令和６～１０年度 

 
課(室)名 

 
山村・木材振興課 

１ 事業目的 

  宮崎県林業技術センター（森の科学館、研修寮、森林植物園、体験の森、親水広場に限 

 る。以下「森とのふれあい施設」という。）において、森林・草木等とのふれあいや林業 

 体験等を通じ、森林・林業・植物等に対する正しい知識と理解を深めることにより、県民 

 の森林保全活動や自然保護意識の向上を図る。 

 

２ 事業概要 

  (１) 施設の利用に関する業務 
      ① 講義室及び木工作業室の利用施設許可業務 
      ② 県民を対象とした森林・林業等に関する研修の開催等に関する業務 
      ③ 利用者による自主研修等の受け入れ、指導、案内に関する業務 
   ④ その他一般来所者の案内等に関する業務 
   ⑤ 研修寮の利用許可、宿泊料の徴収、食事提供等の研修寮の利用に関する全ての業務 

 

  (２) 施設の維持及び保全に関する業務  

 

  (３) その他上記に付随する業務 

              ※下線事業の実施に要する費用の一部に森林環境税を活用 

３ 事業実績（令和６年度） 

  (１) 森の科学館来館者 
３，３０９人 

  (２) 研修  
      ① 主催研修  
     開催回数：２６回、受入人数：１，０６７名 
      ② 自主研修  
     受入団体等：１７３グループ、受入人数：１，７５０名 

           昆虫教室                門松作り教室 

 

予算額 ３１，４８７千円【うち森林環境税 ２９９千円】 

実績額 ３１，４７０千円【うち森林環境税 ２９９千円】 
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